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令和５年度 岩手県立前沢高等学校 第１回学校運営協議会 会議録 

 

１ 日 時  令和５年６月 13日（火） 15：00～16：30 

２ 会 場  本校会議室 

３ 参加者 

 学校運営協議会委員 

No. 氏 名 所 属・職 名 備 考 

１ 千 葉   桂 奥州市前沢総合支所・支所長 行政関係者 

２ 千 葉   昌 前沢図書館・館長 学習活動施設代表 

３ 三 浦   真 前沢商工会・副会長 商工会代表 

４ 及 川 順 也 岩手銘醸株式会社・専務取締役 企業関係者 

５ 千 葉 賢 一 前沢中学校・校長 接続する学校の職員 

６ 菊 地 眞 弓 前沢パン教室・講師 地域関係者 

７ 古 川 美 香 前沢高校・ＰＴＡ会長 ＰＴＡ代表 

８ 菊 池 さゆり 前沢高校・元ＰＴＡ会長 ＰＴＡ代表 

９ 佐 藤 文 子 前沢高校・校長 当該校職員 

10 高 野 敦 志 前沢高校・副校長 当該校職員 

11 菅 原 良 昭 前沢高校・事務長 当該校職員 

12 渡 部   亨 前沢高校・総務主任 当該校職員 

13 菊 地   亨 前沢高校・生徒指導主事 当該校職員 

                  ※ １名（菊池さゆり様）所用により欠席 

 

４ 次第及び会議録 

 ⑴ 開会 

  【副校長】 

    資料確認。辞令書について。本会成立の報告。開会。 

 ⑵ 校長あいさつ 

  【校長】 

    本校では今年度から学校評議員会から学校運営協議会になった。学校評議委員会

では委員の皆様からそれぞれ御意見をいただいていたが、学校運営協議会は、協議制

の機関となり、委員の皆様に学校運営に参画していただくことになる。生徒が成長し

ていけるように委員の皆様と連携していきたいと考えているので、本日は忌憚のな

い御意見をいただきたい。 

 ⑶ 自己紹介 

    上記の表の順に自己紹介。会長、副会長の次回以降の運営協議会で選出。 
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 ⑷ 資料説明 

  ア 令和５年度岩手県立前沢高等学校経営計画・学校概況について【校長】  

    昨年度と様式の変更があり、経営計画の中にスクールポリシーも入っている。スク

ールポリシーは昨年度途中に定めており変更はない。グラデュエーション・ポリシー

を達成するため、特に、習熟度授業と支援が必要な生徒の自立を助ける通級授業を実

施している。また、地域理解を深めるため、地域の皆様に御協力をいただいている。

ひきつづきお願いしたい。アドミッション・ポリシーについては積極的に部活動や生

徒会活動等に取り組み、地域について深く学ぶ意思のある生徒を特に推していきた

いと考えている。魅力化協働パートナーについては、ここにあげている皆様はもちろ

ん、ほかにも多くの方々に御協力いただきながら様々な活動を進めている。 

    目指す学校像、今年度の重点目標について学力向上では、中学校までわからなかっ

たことがわかるようにする、規範意識項目の実現度と学校満足度数値については、昨

年度実績を上回るようにしていきたい。開かれた学校づくりについては、より先生方

と距離が近づける学年ＰＴＡの出席率を伸ばしたいと考えている。 

    取組方針については、特にいじめの早期発見と解消に向けた適切な対処について、

アンケートを最低でも年４回実施するほか、定期的に委員会・情報交換会を実施し、

いじめの未然防止、小さいうちに早いうちに見逃さず対処していきたい。 

    学校概況について、今年度 33名入学。学習への取り組みでは、県の予算で配置さ  

れている特別支援員の方に一部授業に入ってもらい、困っている生徒の観察をして

いただきながらサポートにあたっている。部活動の加入は任意となっており、１年生

の所属なしは５名。県高総体ではバドミントン部が男子は５連覇でインターハイ出

場、女子が準優勝で東北大会出場をきめたほか、人数が少なく合同チームで参加して

１勝したバスケットボール部を含め、ソフトテニス部、卓球部も健闘した。最後に魅

力の二本柱である地域貢献と個に応じた丁寧な指導について、しっかりと伝え、一人

でも多くの生徒に入学してもらえるようにしていきたい。 

  イ 令和５年度校務分掌運営方針について【副校長・事務長・総務主任・生徒指導主事】 

    各課、事務室の今年度の重点目標、具体的取組について説明。 

  ウ 参考資料について【副校長】 

    生徒数減の課題について、特に令和３年度入学生から大きく人数を減らしており、

部活動や予算の面でも影響大。中学生や保護者に向けて、前高の魅力の二本柱、進路

や情報発信の取り組み、１日体験入学ついて説明会でもお伝えし、受験者増につなげ

ていきたいと考えている。 

 ⑸ 協議（質疑応答・提言・要望等） 

  【千葉桂委員】 

    ボランティア活動の取り組みについて心強い。感謝している。 

  【菊地眞弓委員】 

    学びのユニバーサル・デザイン化について教えてほしい。 
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  【校長】 

    特性のある生徒も含めて一人一人が安心して学べる環境づくり。板書の仕方や教

室の配置、授業の進め方等で混乱しないように学びやすくしていく。 

  【菊地眞弓委員】 

    同窓会について、以前に東京同窓会、またつい先日の同窓会総会にも参加して縦横

のつながりがないことを感じた。東京同窓会では若い人の参加はないし、各年代に核

になる人がいないと人を集めることができない。これから 100周年に向けて、ＯＢに

は凄い人材がたくさんいるはずで、実際、力になりたいと話しているＯＢもいるが、

何をしてよいかわからないというのが現状。ＯＢ名簿の整理や一元化ができている

のか知りたい。広告代理店に勤務していたので、情報を集めるノウハウは持っている。  

  【校長】 

    ノウハウをぜひ教えていただきたい。また同窓会には、進め方等相談することはで

きるのでお知らせしていきたい。  

  【菊地眞弓委員】 

    同窓会総会でお知らせしていた、メールアドレスを集約するのは非常に良いと思

う。 

  【生徒指導主事】 

    同窓会事務局長と相談し始めた。またバドミントンＯＢ会にも、お願いしていると

ころ。 

  【古川委員】 

    ボランティア活動が活発なのが非常に良いと思う。今年の文化祭について入場制

限等あるのか。 

  【校長】 

    基本的に制限はなくなると思う。 

  【古川委員】 

    ぜひ中学生や地域の方にＰＲしてたくさんの方に来ていただきい。 

  【千葉昌委員】 

    生徒の在籍状況をみると入学者は少なくなっているが、やめる生徒は減っており、

一人一人の生徒を大切にしていて、満足度も上がっているのでは。またスクールポリ

シーの地域の文化を学ぶ、郷土に愛着をもつとあるのが良いと思う。図書館としても

資料提供やお手伝いをしていきたい。 

【副校長】 

    学校として地域を学ぶ取り組みについて、現時点でかまわないので何か考えがあ

れば紹介してほしい。 

  【生徒指導主事】 

    例えば銘醸さんは杜氏もＯＢで、地域に根付いている。前沢牛もそのとおり。総合

的な探究の時間を中心に学ぶことになると思うが、地域の力が必要。きっかけなども
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いただければありがたい。  

  【菊地眞弓委員】 

    前沢のＣＭをつくってみるのは面白いのでは。 

  【生徒指導主事】 

    昨年度、総合的な探究の時間で、自分たちが気になった地元の飲食店に行き、イン 

タビューし、動画を作製したグループがあった。またやりたいことが形にできなかっ 

たグループもあったかもしれないのでバックアップしていきたい。 

  【菊地眞弓委員】 

    各分野で活躍している人にメッセージを送るなど楽しくて笑えるような企画に取

り組んでみては。メディア関係のＯＢもいると思うので活用してみては。 

  【副校長】 

    具体的にお願いされたほうが動きやすいところもあると思うので、考えを少しず

つでも伝えていければと思う。また先ほど話があった在籍生徒の人数等について、あ

らためて本校は個に応じて丁寧に指導していると感じている。 

  【校長】 

    令和元年度に通級を始めて、３年以上を経て成果が出てきている。また入学した生

徒の中にはどうしても本校での学校生活に適応できない生徒もおり、その生徒には、

きちんと選択肢を示し、丁寧に次につなげることも大切と感じている。 

  【古川委員】 

    通級制度があることがきっかけで、本校を選択した。キャリアデザイン等で個に応

じた指導を受けている。学年が上がるときに難しい面もあったが、先生から連絡をい

ただき助けられた。ほかの学校に比べてもやめる人数は非常に少ないと感じる。 

  【三浦委員】 

    これからは、若いときから投資の話を理解しておくことが必要。情報量に差がある

ところなので、情報提供していくことが大切。また普通高校のため、企業にＰＲでき

るものが少ない。限られた時間ではあるが、資格を取ることも必要。最近心配してい

ることは個人情報の取り扱いについて知識不足で闇バイトにアクションしてしまう

こと。 

  【副校長】 

    18歳で成人となった現在では、在学中から意識づけが必要となっている。 

  【及川委員】  

    ボランティアで前沢高校の生徒を見て、良い勉強をしていると感じる。地元企業も 

地域貢献を大切にしているが、人と出会う中で生徒も得るものがあると思うので、こ

れからも連携していきたい。 

  【千葉賢一委員】 

 今年度前沢中学校から前沢高校入学者 33 名のうち 16 名入学。この人数は２番目

に多い。通級について中学校から特別支援を必要としている生徒については１年生
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から進めていただければありがたい。 

【菊地眞弓委員】 

  現在、前沢中学校と前沢高校とで連携して活動していることはあるか。 

【千葉賢一委員】 

  コロナで最近できていなかった。バドミントンは連携できているし、ボランティ  

 アなども一緒にできれば。 

【菊地眞弓委員】 

前沢中学校の前沢高校の印象はどうか。制服なども含めて情報は入っているか。 

【千葉賢一委員】 

     生徒同士の口コミでかなり情報は入っていると思う。 

   【三浦委員】 

     クラス減について教えてほしい 

   【校長】 

     まだわからない。規定にある２年続けて入学者数 41人を下回っている状況。 

   【副校長】 

     最後に、今年度の学校経営計画の基本方針について承認いただける方は拍手を

お願いします。 →  承認。 

 ⑹ 諸連絡 

   【副校長】 

     第２回の運営協議会について、11月上旬午後開催を予定。主な議題は、学校経 

営計画等進捗状況等について。 

 ⑺ 閉会 

 

    


